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二
十
世
紀
中
図
的
雨
次
現
代
化
浪
潮

叩
世
紀
中
国
近
代
化
の
2
つ
の
ビ
l
ク

mwi

一IE代
の
中
国
の
高
度
成
長
期
は
却
世
紀
初
頭
の
「
清
朝
新
政
」
当
時
と
‘

よ
く
か
ル
て
L
る
そ
の
構
造
比
較
か
ら
、
中
国
の
今
後
を
占
っ
て
み
た
い
。

金
観
溝
(
香
港
中
文
大
学
用
国
文
化
研
究
所
高
級
研
究
員
)

1
.

戦
略
的
研
究
の
歴
史
的
視
野

.2011t紀'1'11，1近代化ω2つωピーク

ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
東
ア
ジ
ア
・
日
本
研
究
者
、
エ
ズ
ラ
・
ヴ
ォ

l

ゲ
ル
(
何
N
g
m
J
〈
omo])
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
は
、
最
近
の
論
文
(
博

士
九
九
六
]
)
で
、
中
国
の
経
済
成
長
を
き
わ
め
て
高
く
評
価
し
て
い

る
。
い
わ
く
、
過
去
二

O
年
近
く
に
わ
た
っ
て
中
国
が
達
成
し
た
高
度

経
済
成
長
は
、
日
本
や
ア
ジ
ア

N
I
E
S、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
は
か

り
知
れ
な
い
衝
撃
を
及
ぼ
し
た
。
購
買
力
平
価
で
算
出
し
た
中
国
の
国

民
総
生
産

(
G
N
P
)
は
、
ま
も
な
く
日
本
を
凌
駕
す
る
に
違
い
な
い
。

一
二
世
紀
の
ア
ジ
ア
秩
序
、
世
界
戦
略
の
配
置
を
決
定
す
る
も
っ
と
も

重
要
な
要
因
は
、
巨
大
な
中
国
の
存
在
で
あ
る
。
中
国
の
こ
う
し
た
経

済
成
長
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
あ
と
数
十
年
は
続
く
で
あ
ろ
う
。
西
側
世

界
は
、
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
富
と
権
力
の
移
動
を
目
の

当
た
り
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
|
|
こ
の
よ
う
に
、
ヴ
ォ

1
ゲ
ル
教
授
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-
解
説
橋
爪
大
三
郎
(
東
京
工
業
大
学
教
授
)

は
の
べ
て
い
る
。

ヴ
ォ

l
ゲ
ル
教
授
の
見
解
に
、
す
ぐ
賛
成
す
る
必
要
は
な
い
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
国
際
戦
略
の
立
て
方
は
、
す
で
に
か
な
り
の
人
び
と
の

あ
い
だ
に
広
が
っ
た
、
代
表
的
な
見
解
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
見
解
は
、

中
国
が
二

O
世
紀
の
末
に
達
成
し
た
急
激
な
近
代
化
が
、
二
一
世
紀
に

な
っ
て
も
続
く
と
想
定
し
、
そ
こ
か
ら
一
二
世
紀
の
国
際
秩
序
を
考
え

て
い
こ
う
と
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
二

O
一
O
年
の
中

国
の

G
N
P
が
、
四
兆
ド
ル
に
達
す
る
で
あ
ろ
う
と
推
計
し
て
い
る
人

も
い
る
。

中
国
が
こ
れ
ほ
ど
の
国
力
を
有
す
る
な
ら
、
政
治
体
制
や
人
権
に
対

す
る
中
国
の
い
ま
の
考
え
方
が
世
界
に
も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
、
考

え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ク
ラ
ン
サ
マ

l
(
h
F
R
-
g
関門

ωロ
1

5
ω
E
R
)
は
、
こ
の
理
由
で
「
中
国
包
囲
」
論
を
唱
え
て
い
る
。
も
う

ひ
と
つ
例
を
あ
げ
れ
ば
、
一
九
九
三
年
、
ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
政
治
学

者
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン

(
ω
ω
5
5一
何
回

C
2
5
m
gロ
)
教
授
は
、
西
側
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諸
国
は
、
日
本
と
結
ん
で
、
儒
教
l

イ
ス
ラ
ム
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
に
対

処
す
べ
き
だ
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
を
主
張
し
た
。
ハ
ン
テ
イ
ン
ト

ン
教
授
の
唱
え
る
文
明
の
衝
突
論
も
、
中
国
の
過
去
二

0
年
間
の
経
済

成
長
に
注
目
し
た
も
の
で
あ
る
。

人
類
社
会
は
未
来
へ
向
か
っ
て
、
現
在
の
延
長
上
を
ま
っ
す
ぐ
直
線

的
に
発
展
し
て
い
く
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
研
白

方
法
は
き
わ
め
て
一
面
的
で
あ
る
、
と
私
は
耳思
う
。
未
来
を
現
在
の
延

長
で
推
測
す
る
方
法
の
近
視
眼
的
な
弱
点
を
克
服
す
る
た
め
に
、
も
う

ひ
と
つ
の
別
な
戦
略
的
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
、
す
な
わ
ち
歴
史
研
究
を
導

入
し
て
、
研
究
の
視
野
を
拡
げ
る
必
要
が
あ
る
。

八
0
年
代
か
ら
九

0
年
代
に
か
げ
て
の
中
国
経
済
の
高
度
成
長
を
、

中
国
近
代
化
の
歴
史
と
い
う
よ
り
広
い
文
脈
の
な
か
に
置
き
直
し
て
み

る
と
、
す
ぐ
に
わ
か
る
の
は
、
過
去
に
も
現
在
と
よ
く
似
た
も
う
ひ
と

り
の
時
期
、
す
な
わ
ち
二
O
世
紀
初
頭
の
「
清
朝
新
政
」
の
時
期
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
本
論
で
は
、
現
在
と
清
朝
新
政
の
二
つ
の
時
期

の
構
造
的
な
比
較
を
行
な
っ
て
、
上
に
の
べ
た
い
く
つ
か
の
分
析
と
は

異
な
っ
た
結
論
を
得
た
い
と
思
う
。

2 

歴
史
は
繰
り
返
す
か

歴
史
の
知
識
が
多
少
あ
る
人
な
ら
、
中
国
の
最
初
の
近
代
化
が
一
九

世
紀
末
に
、
二
回
目
の
近
代
化
が
二
O
世
紀
の
八

0
年
代
か
ら
九
O
年

八
六

0
1
一
八
九
O
年
の
洋
務
運
動
の
あ
い
だ
に
、
政
府
は
約
一
億
元

を
投
資
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
七
O
%
以
上
は
軍
事
工
業
に
用
い
ら

れ
、
八
四
%
の
企
業
は
国
防
と
関
係
が
あ
っ
た
。
民
間
資
本
は
た
っ
た

の
六
O
O
万
元
で
あ
っ
た
。
一
八
七
二

1
一
八
九
四
年
に
か
げ
て
、
資

本
に
つ
い
て
調
査
が
可
能
な
七
二
社
の
近
代
企
業
の
う
ち
、

排
〕
ま
た
は
政
府
が
監
督
し
民
間
が
経
営
す
る
〔
官
督
商
排
〕

七
七
・
六
%
を
占
め
、
民
間
企
業
は
た
っ
た
二
二
・
四
%
に
す
ぎ
な
い

(金

・
劉
[
一
九
九
三
一
一
O
五
、

官
営
〔
官

企
業
が

一
三
五
]
)
。

清
朝
政
府
は
明
ら
か
に
、
最
初
、
国
営
経
済
で
近
代
化
を
推
進
し
よ

う
と
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
結
果
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
三
O
年

中
国
の
経
済
発
展
は
実
に
ゆ
っ
く
り

に
わ
た
る
洋
務
運
動
の
あ
い
だ
、

と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
八
九
四
年
に
日
清
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
洋
務
運
動
の
清
朝
は
、

ま
っ
た
く
明
治
維
新
後
の
日
本
の
敵
で
は
な
か
っ
た
。
敗
戦
と
亡
国
の

危
機
の
な
か
、
清
朝
政
府
は
工
業
化
の
モ
デ
ル
を
変
更
せ
ざ
る
を
え
な

e2(削除山1'1付近代化ω2つωピーク

く
な
っ
た
。

きん・かんとう
香港中文大学中国文化研究

所研究員。 1947年生まれ。
70年北京大学を卒業後、 78
年に大学同窓の劉青峰夫人

と共に中国科学院入りし、

84年に主著 『隆盛と危機
一一中国封建社会の超安定

構造』を上梓。両氏とも89
年春の民主化運動に積極的

にコミットしたため、現在

は香港で事実上の亡命生活

を余儀なくされている。
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代
に
か
け
て
、
生
じ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
こ
の
二
回
の
近
代
化
の

動
き
を
マ
ク
ロ
な
観
点
か
ら
比
較
す
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
、

汗
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
近
代
化
の
基
本
的
な
特
徴
を
お
さ
え
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

近
代
化
が
動
き
だ
す
場
合
の
第
一
の
特
徴
は
、
経
済
の
持
続
的
な
高

度
成
長
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
八

0
年
代
以
前
の
中
国
の
固
有
企
業
、
指
令
型
の

計
画
経
済
は
、
ま
っ
た
く
効
率
的
で
な
か
っ
た
。
八

0
年
代
の
改
革
開

放
の
第
一
歩
は
、
農
村
で
責
任
請
け
負
い
制
〔
責
任
承
包
制
〕
を
推
進

す
る
こ
と
だ
っ
た
。
九

0
年
代
、
特
に
郵
小
平
の
南
巡
講
和
の
後
は
、

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
私
有
化
の
動
き
が
都
市
経
済
に
も
入
り
込
ん
だ
O

J
う
し
て
、
国
家
が
旧
ソ
連
式
の
計
画
経
済
を
放
棄
し
、
新
し
い
近
代

化
の
モ
デ
ル
を
採
用
し
た
の
ち
に
、
よ
う
や
く
経
済
の
離
陸
が
起
こ
っ

た
と
.
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
私
有
経
済
、
非
国
営
経
済
の
部

分
が
、
高
度
成
長
の
原
動
力
で
あ
る
。

表
1
は、

G
N
P
(国
民
総
生
産
)
の
成
長
速
度
、
表
2
は
非
国
有

経
済
の
占
め
る
比
率
を
表
し
て
い
る
。
八

0
年
代
の
高
度
成
長
と
、
非

固
有
経
済
部
分
の
持
続
的
な
成
長
が
、
歩
調
を
合
わ
せ
て
お
り
、
相
同

が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

非
常
に
興
味
深
い
の
は
、
中
国
の
ι

歴
史
で
最
初
に
生
じ
た
近
代
化
の

プ
ロ
セ
ス
に
も
、
こ
れ
と
よ
く
似
た
関
係
が
見
つ
か
る
こ
と
だ
。

i

一
九
世
紀
の
後
半
、
中
国
が
最
初
に
採
用
し
た
工
業
化
の
モ
デ
ル
は
、

国
家
が
直
接
に
近
代
企
業
を
経
営
す
る
と
い
う
や
り
方
で
あ
っ
た
。
一

一
九
O
O
年
以
後
、
清
朝
政
府
は
、
固
有
企
業
に
頼
っ
た
近
代
化
を

や
め
、
私
有
経
済
を
奨
励
し
つ
つ
全
面
的
な
政
治
経
済
改
革
を
行
な
う

と
い
う
路
線
転
換
を
は
か
っ
た
。
歴
史
に
い
う
「
清
朝
新
政
」
で
あ
る
。

中国経済の成長

年度 ふ 国民総生産額(GNP) GNPの前年出成長率(%)
" 

1981 4.773.00 

1982 5.193.00 8.80 

1983 5.809.00 11.86 

1984 7.204.80 24.03 

1985 8.989.10 24.77 

1986 10.201.40 13.49 

1987 11.954.50 17.18 

1988 14.922.30 24.83 

1989 16.917.80 13.37 

1990 18.598.40 9.93 

1991 21.662.50 16.48 

1992 26.651.90 23.03 

1993 34.560.50 29.67 

1994 46.532.90 34.64 

1995 57.277.30 23.09 

(貨幣単位:億元)表1
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資料の出所:r中国統計年鑑J(北京・統計出版社、1993-1996)
数字は上記4年分の年鑑にもとづく。なるべく新しい版の数字を採用してある。
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(単位:低え)II~固有企業の占める比率

年鹿 工蟻総 績回工蟻 属材工聾 その他の t 非固有産{%経額)済にが工業
生産額 【集体工鍵〕 ..C成郷工蝿】 タイプの工麓 、総生 占める

割合

1982 5.811 1，442 3 39 25.54 

1983 6.461 1.663 8 50 26.64 

1984 7.617 2.236 15 77 30.56 

1985 9.716 3.117 180 117 35.14 

1986 11.194 3.752 309 163 37.73 

1987 13.813 4.782 502 279 40.27 

1988 18.224 6.587 791 495 43.20 

1989 22.017 7.858 1.058 758 43.94 

1990 23.924 8.523 1.290 1.047 45.39 

1991 26.625 8.783 1.287 1.600 43.83 

1992 34.599 12.135 2.006 2.634 48.48 

1993 48，402 16.464 3.861 5.352 53.05 

1994 70.176 26.472 7，082 10，421 62.66 

1995 91.894 33.623 11.821 15.231 66.03 

資料の出所:r中国統計年鑑J(北京・統計出版社、1993-1996)
数字は上記4年分の年鑑にもとづく。なるべく新しい版の数字を採用してある。

資料の出所:林[1982 ] 

表
3
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
九
O
四
年
以
後
、

表2
表3

年鹿 民営工難{手工難を富む)の掴加数

1904 1.039 

1905 434 

1906 590 

1907 411 

1908 488 

1909 1，509 

1910 1.068 

1911 796 

1912 2.001 

種顛 ‘ 4〆ぜ
J 事業所敏 ¥ 乙資本額(千元)， 総資本に占める.%

民営 463 90.792 76.3 

官営あるいは政府が監督する民宮 86 29，496 23.7 

合計 549 120.288 100.0 

民
営
企
業
が
雨
後
の

民
営
企
業
の
成
長
速
度
を

三
つ
の
異
な
る
時
期
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
新
政
の
時
期
、
民
営
企

業
の
発
展
の
速
度
は
、
洋
務
運
動
の
時
期
の
数
十
倍
に
も
の
ぼ
っ
て
い

る。 笥
の
ご
と
く
に
生
ま
れ
て
い
る
。

表
4
は、

消末民初の民営工業(手工業

を含む)の毎年のMJJlI数

資料の出所:張[1992: 208] 

1895・1913年の近代企業の構成

民
営
企
業
の
先
導
に
よ
っ
て
、

近
代
自
由
経
済
の
速
や
か

な
発
展
の
第
一
の
黄
金
十
年
間
に
入
っ
た
。
表
5
は
、
二
O
世
紀
初
め

の
近
代
経
済
の
構
成
で
あ
る
。
洋
務
運
動
時
代
の
国
営
を
主
と
し
た
経

済
構
造
が
ひ
つ
く
り
か
え
っ
て
、
民
営
工
業
が
す
で
に
近
代
経
済
の
主

体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
手
に
入
る
デ
l
タ
に
制
約
が
あ
る

の
で
、
二
O
世
紀
初
頭
の
中
国
の
近
代
化
第
一
の
ピ

l
ク
時
の
G
N
P

成
長
率
を
正
確
に
見
積
も
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
当
時
の
経

済
成
長
が
き
わ
め
て
速
や
か
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
は
い
ろ
い
ろ
あ

る
。
こ
の
時
期
に
は
、

中
国
は
、

e2()II t紀中II~近代化ω2 つωピーク

時期 民営企業の創業数 平均の毎年楢加数

1848 
151 3.1 

1894 

1895 
122 12.3 

1904 

1905 
875 72.8 

1916 

表5
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資料の出f好:張[1992・208-210]から作成した。

表4

況
も
う
ま
れ
た
が
、

外
国
が
中
国
企
業
に
発
注
を
行
な
う
と
い
う
状

こ
れ
は
洋
務
運
動
の
時
期
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
だ
。

当

時

の

人

び

と

も

、

社

会

の

面

白

が
一
新
さ
れ
て
い
く
の
を
肌
で
感
じ
と
っ
て
い
た
。
中
国
伝
統
社
会
の
、

地
方
都
市
と
農
村
を
中
心
と
す
る
体
制
〔
郡
県
城
市
和
郷
村
中
心
主
義
〕

が
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
に
消
失
し
始
め
た
。
一
九
四

0
年
代
、
五

0
年

代
の
人
び
と
に
お
な
じ
み
の
都
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
物
、
た
と
え
ば
・
自

動
車
道
路
と
か
、
鉄
道
と
か
、
電
灯
と
か
、
新
聞
雑
誌
と
か
は
み
な
、

こ
の
新
政
の
時
期
に
定
着
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
ま
の
中
国
人
と
同
じ
よ
う
に
、

二
つ
の
時
期
に
共
通
す
る
第
二
の
特
徴
は
、
急
速
な
都
市
化
で
あ
る
。

歴
史
学
者
の
推
計
に
よ
る
と
、
一
九
世
紀
後
半
ま
で
の
中
国
の
都
市

人
口
は
、
総
人
口
の
六
{
)
七
%
程
度
で
あ
っ
た
(
劉
[
一
九
八
七
一
一

三
六
]
)
。
そ
し
て
、
新
政
に
よ
っ
て
中
国
の
第
一
次
近
代
化
の
ピ

l
ク

が
訪
れ
る
と
、
経
済
発
展
に
と
も
な
う
速
や
か
な
都
市
化
が
生
じ
た
。

J
・
エ
シ
ュ
リ
ッ
ク
の
推
計
に
よ
る
と
、
当
時
の
都
市
(
特
に
主
要
な

通
商
港
湾
都
市
)
の
人
口
は
、
年
率
三
・
五
%
か
ら
九
・
八
%
の
割
合

で
増
え
続
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
人
口
の
年
平
均
増
加
率
を

0
・
四
%

1
0
・
五
%
上
回
っ
て
い
る
(
周
[
一
九
八
O
一
一
四
四
]
)
。
表
6
に

は
、
代
表
的
な
都
市
の
人
口
統
計
を
示
し
た
。
上
海
、
武
漢
、
杭
州
は

も
と
よ
り
、
済
南
、
長
沙
、
寧
波
と
い
っ
た
都
市
も
、
新
政
期
に
急
拡

大
し
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
二
O
世
紀
中
国
の
近
代
都
市
は
事
実
上

す
べ
て
、
こ
の
時
期
に
成
長
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
近
代
都
市
は

み
な
、
沿
海
も
し
く
は
通
商
港
湾
に
立
地
し
て
い
た
の
で
、
辛
亥
革
命

の
時
期
、
江
漸
地
区
で
都
市
人
口
の
占
め
る
比
率
は
二
ニ
%
に
も
達
し

て
お
り
、
内
陸
で
の
都
市
人
口
比
率
六
%
(
)
七
%
を
大
幅
に
上
回
っ
て

い
る
(
金
・
劉
[
一
九
九
三
二
六
三

i
一
六
四
]
)
。

二
回
目
の
都
市
化
プ
l
ム
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
O
世
紀
末
に
起
こ
っ

た
。
表
7
は
一
九
四
九
年
か
ら
今
日
に
い
た
る
都
市
部
の
人
口
比
率
を

示
し
て
い
る
。
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
九
八
二
年
以
前
、
都
市

人
口
の
占
め
る
比
率
は
ず
っ
と
一
O
%
台
で
停
滞
し
て
い
て
、
二
O
%

に
達
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
八
二
年
か
ら
一
九
九
五
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iM割
問
山
け
い

20世紀初頭の中国近代都市の勃興

寧 SIl 杭州 清南 長沙
年代 人口 年代 人口 年代 人口 年代 人口
1855 21.4万 1884 25.37) 1837 12.8万 1860前後 人口は湘揮に

1895 あまり増加せず およばず

1895 あまりI目加 1911 68万 1900前後 25万 1895 人口増加始まる
せず

1924 30万 1910 18万
1912 65万 1933 42.7万 1930 38万

表6

上海 武漢
年代 人口 年代 人口 年増加率 、a

1850 544，413 1850 99，380 -5.23% 

太平天国の乱により、人口減少

1881 545，036 1888 180，900 15.89% 
1908 1.264，643 1906 520，000 60.42% 
1909 1.290，984 1911 590，000 25.58% 

年
ま
で
の
わ
ず
か
十
数
年
間
に
、
都
市
部
の
人
口
が
全
人
口
に
占
め
る

比
率
は
、
二
一
%
か
ら
な
ん
と
七
O
%
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
中
国
は

速
や
か
に
都
市
化
を
達
成
し
た
の
だ
。

結
局
、
こ
の
よ
う
に
言
え
よ
う
。
中
国
の
都
市
人
口
の
変
化
の
、
マ

ク
ロ
的
な
図
柄
を
描
く
な
ら
ば
、
都
市
化
は
二
つ
の
時
期
に
集
中
的
に

生
じ
て
い
る
。
第
一
は
、
二
O
世
紀
初
め
の
清
朝
新
政
で
あ
り
、
第
二

は
、
八

0
年
代
以
後
の
改
革
開
放
で
あ
る
。
両
者
に
は
さ
ま
れ
た
時
期
、

都
市
人
口
比
率
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
。

清
朝
末
期
の
新
政
と
現
在
と
の
対
比
を
、
政
治
や
社
会
生
活
の
各
方

面
に
も
拡
げ
て
み
る
な
ら
ば
、
い
っ
そ
う
重
大
な
類
似
が
み
つ
か
る
。

歴
史
家
な
ら
み
ん
な
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
清
末
の
新
政
は
、
日
増

し
に
深
刻
と
な
る
三
つ
の
問
題
を
も
た
ら
し
た
。

第
一
の
問
題
は
、
官
僚
機
構
の
腐
敗
。
公
に
名
を
借
り
て
私
腹
を
肥

や
し
、
固
有
財
産
を
私
物
化
す
る
(
偲
公
済
私
、
化
公
局
私
〕
気
風
が
、

国
家
経
営
の
企
業
に
は
び
こ
っ
た
。

第
二
の
問
題
は
、
沿
海
地
区
と
内
陸
の
格
差
が
次
第
に
拡
が
っ
た
こ

と
。
通
商
港
湾
は
基
本
的
に
沿
海
に
集
中
し
て
い
る
の
で
、
内
陸
が
手

に
で
き
る
資
本
や
情
報
は
沿
海
地
区
に
比
べ
る
べ
く
も
な
い
。
こ
の
た

め
、
一
九
三

0
年
代
(
抗
日
戦
争
以
前
)
ま
で
、
広
大
な
内
陸
は
一
九

世
紀
末
の
水
準
で
停
滞
し
て
い
た
。
新
政
が
進
む
に
し
た
が
っ
て
、
東

部
地
区
と
西
部
地
区
の
矛
盾
が
現
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
省
が
地
方
経
済
の

利
害
圏
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
地
方
主
義
が
と
ど
め
る
こ
と
の

で
き
な
い
潮
流
と
な
っ
た
。
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資料の出所:金・劉[1993:136，162， 163， 164 ]による。

都市部人口(市鋼人口) 島村人口(郷村人口}

年 度 、 総人口 人口 % 人口 % 

1949 54.167 5，765 10.6 48，402 89.4 

1950 55，196 6.169 11.2 49，027 88.8 

1951 56，300 6，632 11.8 49，668 88.2 

1952 57，482 7.163 12.5 50，319 87.5 

1953 58，796 7，826 13.3 50，970 86.7 
1954 60，266 8，249 13.7 52，017 86.3 
1955 61.465 8，285 13.5 53，180 86.5 
1956 62，828 9.185 14.6 53，643 85.4 
1957 64，653 9，949 15.4 54，704 84.6 

1958 65，994 10，721 16.2 55，273 83.8 
1959 67，207 12，371 18.4 54，836 81.6 
1960 66，207 13，073 19.7 53.134 80.3 
1961 65，859 12，707 19.3 53.125 80.7 
1962 67，295 11，659 17.3 55，636 82.7 

1963 69.127 11，646 16.8 57，526 83.2 
1964 70，499 12，950 18.4 57，549 81.6 

1965 72，538 13，045 18.0 59，493 82.0 

1966 74，542 13，313 17.9 61，229 82.1 

1967 76，368 13，548 17.7 62，820 82.3 

1968 78，534 13，838 17.6 64，896 82.4 

1969 80，671 14.117 17.5 66，554 82.5 

1970 82，992 14，424 17.4 68，568 82.6 
1971 85，229 14，711 17.3 70，518 82.7 

1972 87.177 14，935 17.1 72，242 82.9 

1973 89，211 15，345 17.2 73，866 82.8 

1974 90，859 15，595 17.2 75，264 82.8 

1975 92，420 16，030 17.3 76，390 82.7 

1976 93，717 16，341 17.4 7.7，376 82.6 

1977 94，974 16，669 17.6 78，305 82.4 

1978 96，259 17，245 17.9 79，014 82.1 

1979 97，542 18，495 19.0 79，047 81.0 

1980 98，705 19.140 19.4 79，565 80.6 
1981 100，072 20.171 20.2 79，901 79.8 

1982 101，541 21.154 20.8 80，387 79.2 

1983 102，495 24.126 23.5 78，369 76.5 

1984 103，475 33，006 31.9 70，469 68.1 

1985 104，532 38，244 36.6 66，288 63.4 

1986 105，721 43，753 41.4 61，968 58.6 

1987 108，073 50，362 46.6 57，711 53.4 

1988 108，978 54，393 49.9 54，585 50.1 

1989 110，676 57，383 51.8 53，293 48.2 

1990 113，368 60，447 53.3 52，921 46.7 

1991 114，511 61.888 54.0 52，623 46.0 

1992 115，563 71.234 61.6 44，329 38.4 

1993 116，596 75，339 64.6 41，257 35.4 

1994 117，674 79，365 67.4 38，309 32.6 

1995 118，788 83.106 69.9 35，722 30.1 

(1別立:万人)J，. 

e2011鴎山111!i1近代化の2つのピーク

20世紀末の中国の都市化表7

ー

ー

ー

資料の出所:中国社会科学院人口研究所編199M中国人口年鑑1996J(北京・中国民航出版社)307頁
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ー
三
の
問
題
は
、
中
央
政
府
権
力
の
統
制
力
が
弱
ま
っ
た
こ
と
で
あ

る
c

も
と
も
と
中
央
政
府
の
税
収
は
、
主
と
し
て
農
地
に
対
す
る
賦
課

に
一
依
存
し
て
い
た
か
ら
、
近
代
化
の
波
に
の
っ
て

G
N
P
が
増
加
し
て

も
一
中
央
の
手
に
す
る
税
収
が
そ
れ
に
応
じ
て
増
加
し
た
わ
げ
?
は
な

い
。
政
府
の
収
税
能
力
は
む
し
ろ
低
下
し
て
い
っ
た
。
;

清
末
の
新
政
が
も
た
ら
し
た
こ
れ
ら
三
つ
の
問
題
は
、
ま
さ
し
く
現

在
、
中
国
政
府
の
直
面
す
る
最
大
の
問
題
で
も
あ
る
こ
と
を
、
今
日
恥

中
国
問
題
に
詳
し
い
人
な
ら
誰
し
も
認
め
る
で
あ
ろ
う
。
中
国
の
最
近

の
汚
職
・
腐
敗
は
、
ま
っ
た
く
ど
〉
」

と
っ
し
ょ
う
も
な
い
状
態
に
な
っ
て
い

る
。
図
1
は
、
こ
こ
四

0
年
間
の
中
国
東
部
、
中
部
、
西
部
の
一
人
当

イ
り
収
入
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
本
の
折
れ
線
は
先
の
聞

い
た
ラ
ッ
パ
状
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
清
朝
新
政
の
際
に
、
東
部
仁

西
部
の
矛
盾
、
地
域
経
済
の
格
差
が
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
の
繰
り
返

し
で
あ
る
。
地
方
が
中
央
か
ら
独
立
し
た
経
済
支
配
権
を
求
め
る
の
は
、

こ
こ
数
年
、
中
国
共
産
党
の
政
治
権
力
の
分
配
を
め
ぐ
る
主
要
問
題
に

な
っ
て
い
る
。

表
8
は
、
一
九
八
二
年
か
ら
一
九
九
二
年
ま
で
の
一

0
年
間
に
、
新

し
く
増
え
た
財
政
収
入
が
、
地
方
政
府
と
中
央
政
府
の
あ
い
だ
で
ど
の

よ
う
に
配
分
さ
れ
た
か
を
表
し
て
い
る
。
地
方
財
政
が
だ
ん
だ
ん
膨
ら

ん
で
い
る
こ
と
は
、
中
央
政
府
の
統
制
と
収
税
能
力
が
弱
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
郵
小
平
が
死
去
し
た
の
ち
、
弱
い
中
央
政
府
は
、

誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
事
実
と
な
っ
た
。

.2011t紀中1!iI近代化の2つωピーク

毎年新しく構えた財政収入(債務を含まない)が
中央と地方で分配される割合

表8

Uil.f立:%)

新しく構えた財政収入ー 地方財政の取D分ザ年鹿 . 中央財政の取D分
A 

メ

1982 100 51.2 48.8 

1983 100 52.2 47.8 

1984 100 55.0 45.0 

1985 100 38.4 61.6 

1986 100 36.7 63.3 

1987 100 33.5 66.5 

1988 100 32.7 67.3 

1989 100 30.9 69.1 

1990 100 33.8 66.2 

1991 100 29.8 70.2 

1992 100 28.1 71.9 

資料の出所:r中国統計年鑑J1993年
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私
は
い
く
つ
か
の
方
面
か
ら
デ

1
タ
を
示
し
、
二

O
世
紀
の
初
め
と

終
わ
り
の
二
回
の
近
代
化
の
ピ

l
ク
の
あ
い
だ
に
、
驚
く
は
か
ト
の
類

他
か
み
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
き
た
わ
げ
だ
が
、
こ
れ
は
中
国
の
最
近

の
速
や
か
な
近
代
化
が
、
清
末
の
新
政
と
同
じ
コ

1
ス
を
た
ど
っ
て
、

転
覆
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
?

3
.
経
済
発
展
と
社
会
調
整

清
末
の
新
政
の
た
ど
っ
た
運
命
を
参
照
し
て
得
ら
れ
る
結
論
は
、
現

在
行
き
わ
た
っ
て
い
る
見
方
と
反
対
に
な
る
。
わ
れ
わ
れ
が
特
に
考
慮

す
べ
き
な
の
は
、
中
国
経
済
の
伸
長
が
世
界
経
済
に
ど
れ
だ
け
重
要
な

位
置
を
占
め
る
か
、
で
は
な
く
、
中
国
内
部
の
社
会
構
造
の
解
体
も
し

ぺ
は
大
変
動
が
東
ア
ジ
ア
や
世
界
に
ど
れ
ほ
ど
の
衝
撃
を
与
え
る
か
、

で
あ
ろ
う
。

清
末
の
新
政
は
中
国
経
済
を
、
二

O
世
紀
初
め
の
十
数
年
あ
ま
り
高

度
成
長
さ
せ
た
が
、
そ
の
成
長
の
勢
い
が
社
会
動
乱
に
よ
っ
て
た
ち
ま

ち
中
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
表

g
は
、
一

九
一
七
年
か
ら
一
九
二
八
年
ま
で
の
社
会
動
乱
の
指
数
で
あ
る
。
指
数

曲
線
の
増
勢
は
、
一
九
二
八
年
の
社
会
動
乱
が
一
九
一
七
年
の
四
十
数
一

倍
に
も
の
ぽ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

社
会
動
乱
の
原
因
は
、
表
面
的
に
み
る
と
、
軍
閥
の
争
乱
と
農
民
革

命
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
の
社
会
構
造
に
関
す
る
私
の
研
究
に
よ
る

と
、
軍
闘
が
の
さ
ば
り
、
農
村
の
ゴ
ロ
ツ
キ
〔
悪
覇
〕
階
級
が
の
し
あ

一-68-

内戦と自然災害の相乗滋震指数(1917-1928)

九
、内

11心内戦動員提訴 1ぬ自然災害を被った省 1::¥AxB....震指数
， (1917=100) ‘:，  (ー省を1と数える1"I :'. :(1922.= 100)一

33 

89 

62 

100 

433 

533 

1，467 

8 

12 

7 

6 

13 

12 

18 
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100 

218 

409 

818 

1，090 

181 

2，000 

資料の出所:蘇[1984:646]より。
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¥年度
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が
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
農
村
が
共
産
革
命
の
温
床
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
だ
が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
根
本
原
因
は
、
高
度
経
済
成
長
が
社

会
構
造
を
く
つ
が
え
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
た
め
、
一
九

五
0
年
代
、
社
会
が
再
び
調
整
力
を
取
り
戻
す
ま
で
、
経
済
は
一
歩
も

発
展
で
き
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
歴
史
を
教
訓
と
す
れ
ば
、
現
在
の
中
国
の
改
革
開
放
が
ぶ

つ
か
っ
て
い
る
類
似
の
問
題
も
、
か
つ
て
歴
史
上
起
こ
っ
た
の
と
同
じ

結
果
を
ま
さ
し
く
醸
成
し
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
考
え
た

と
し
て
も
自
然
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
九

0
年
代
の

S
F
小
説
『
黄

禍
』
は
、
十
数
億
の
人
口
を
抱
え
る
こ
の
大
国
の
社
会
構
造
が
解
体
す

る
と
い
う
恐
る
べ
き
光
景
を
、
目
の
当
た
り
に
描
い
て
み
せ
た
。

清
末
の
新
政
と
比
較
し
て
、
今
回
の
近
代
化
も
前
回
と
同
様
の
結
末

を
た
ど
る
だ
ろ
う
と
単
純
に
予
測
す
る
の
は
、
誤
り
だ
と
私
は
思
う
。

な
ぜ
な
ら
、
歴
史
が
ま
っ
た
く
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
な
ど
な
い

か
ら
だ
。
歴
史
の
知
識
は
、
研
究
の
視
野
を
拡
大
す
る
の
に
用
い
る
こ

と
が
で
き
る
。
け
れ
ど
も
、
現
象
の
類
比
を
単
純
に
行
な
う
べ
き
で
は

な
い
。
重
要
な
の
は
、
そ
う
し
た
現
象
を
支
配
す
る
社
会
的
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。

中
国
の
前
後
二
回
の
近
代
化
の
ピ

l
ク
が
似
通
っ
て
い
る
の
は
、
清

朝
の
社
会
構
造
と
現
代
中
国
の
社
会
構
造
と
の
あ
い
だ
に
、
共
通
点
が

あ
る
か
ら
だ
。
両
者
の
社
会
構
造
を
分
析
し
、
経
済
発
展
と
社
会
調
整

の
内
在
的
な
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
。
そ
う
す
れ
ば
、
歴
史
研
究
を
、

今
後
の
発
展
戦
略
の
研
究
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

.20世紀中国近代化の2つのピーク
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三つの地域の一人当たり収入の比較図1
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清
朝
の
社
会
構
造
は
、
図
2
A
に
示
す
よ
う
に
、
上
中
下
の
三
層
か

ら
な
る
。
上
層
は
、
全
国
を
統
一
す
る
官
僚
機
構
〔
大
一
統
官
僚
機
構
〕

で
、
末
端
は
県
で
あ
る
。
県
以
下
の
社
会
組
織
は
、
官
僚
機
構
に
依
存

し
な
い
中
層
、
下
層
の
二
層
か
ら
な
る
。
中
層
は
、
農
村
名
望
家
の
自

治
〔
郷
紳
自
治
〕
で
あ
り
、
下
層
は
宗
族
組
織
〔
家
族
組
織
〕
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
社
会
調
整
〔
社
会
整
合
〕
と
は
、
上
中
下
三
層
の
社
会
組

織
が
有
効
に
組
み
合
わ
さ
っ
て
調
和
的
に
運
行
す
る
こ
と
を
い
う
。
中

国
伝
統
の
社
会
調
整
は
、
あ
る
重
要
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
す
な
わ
ち
、
信

仰
を
利
用
し
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
統
一
し
た
儒
学
者
階
層
を
こ
の
三
つ

の
層
の
基
幹
と
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
依
存
し
て
い
る
。
儒
学
者
〔
儒
生
〕

は
、
中
央
政
府
で
は
官
僚
と
な
っ
て
全
国
統
一
政
府
の
運
用
に
た
ず
さ

わ
り
、
退
職
し
て
か
ら
は
家
に
あ
っ
て
、
農
村
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
。

彼
ら
は
ま
た
、
宗
族
の
族
長
で
あ
る
。
儒
学
者
が
統
一
的
な
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
信
奉
し
て
い
る
こ
と
で
、
三
層
が

F幼
に
組
み
合
わ
さ
っ
て
運

行
す
る
。
中
国
の
伝
統
社
会
の
こ
う
し
た
独
特
の
調
節
の
方
式
を
、
私

は
前
の
書
物
で
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
社
会
組
織
の
一
体
化
、
あ
る
い
は

簡
単
に
、
伝
統
的
な
一
体
化
構
造
(
伝
統
一
体
化
結
構
〕
と
よ
ん
だ
(
金
・

劉
[
一
九
九
二
二
一
八
l
三
二
、
五
七
l
五
八
]
)
。

今
日
の
中
国
共
産
党
の
社
会
調
整
の
方
式
と
清
朝
の
方
式
は
、
表
面

的
に
見
る
と
、
ま
っ
た
く
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
。
地
主
名
望
家
階
級

は
と
っ
く
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
宗
族
組
織
は
農
村
の
な
か
に
残
っ

て
い
る
も
の
の
、
も
は
や
政
府
の
末
端
機
能
を
ま
っ
た
く
そ
な
え
て
い

な
い
。
現
代
中
国
の
社
会
調
整
は
、
中
央
か
ら
末
端
は
地
方
の
一
つ
ひ

と
つ
の
村
々
ま
で
を
統
治
す
る
ス
ー
パ
ー
官
僚
機
構
〔
超
級
官
僚
機
構
〕

一一 70一一

二種類の一体化構造の比較

儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

一| 勝目J

(上層と中層)

統一的な官僚機構

(末端は村)

B 

‘一一ー令

‘-----t砂

マ
ル
ク
ス
・
レ
i
ニ
ン
主
義
毛
沢
東
思
想

一一71一一

A 

(上層)

統一的な官僚機構

(末捕は県)

+ー+
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[
依
存
し
て
い
る
。
現
在
、
最
末
端
の
政
府
組
織
は
、
県
の
下
の
村
政

府
で
あ
る
。
政
府
が
村
に
入
り
込
ん
で
い
る
度
合
い
は
、
中
国
伝
統
社

会
に
比
べ
て
二
段
階
深
い
の
で
、
今
日
、
官
僚
機
構
の
規
模
も
幹
部
(
俸

給
守
生
活
し
て
い
る
者
)
の
人
数
も
、
伝
統
社
会
の
数
百
倍
に
も
の
ぽ

る
c

け
れ
ど
も
、
こ
の
ス
ー
パ
ー
官
僚
機
構
の
組
織
と
運
用
の
基
礎
を

分
析
し
て
み
る
な
ら
ば
、

」
だ
ち
に
、
そ
れ
が
伝
統
社
会
の
調
整
方
式

と
あ
る
種
同
一
の
構
造
を
そ
な
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

特
に
顕
著
な
の
は
、
社
会
調
整
が
、
統
一
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
信

奉
す
る
こ
と
(
統
一
意
識
形
態
的
認
同
〕
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
ゼ
。

中
国
共
産
党
は
成
立
こ
の
か
た
、
一
貫
し
て
、
党
が
軍
を
統
制
し
ハ
党

が
国
を
治
め
る
こ
と
を
強
調
し
て
き
た
が
、
こ
の
一

0
0
0万
人
か
ら

な
る
官
僚
機
構
が
ど
う
し
て
党
組
織
と
党
員
を
基
幹
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
l
い
の
だ
ろ
う
か
?
統
一
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
信
奉
す
る
こ
と

は
、
官
僚
が
自
分
を
犠
牲
に
し
て
公
務
に
専
念
し
、
腐
敗
を
は
ね
つ
け

;
カ
ー
な
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
肝
腎
な
の
は
、
統
一
し
た
最
上
至
高

志
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
信
奉
す
る
こ
と
が
、
地
方
が
中
央
に
服
従
し
、
各

級
政
府
の
行
動
が
互
い
に
調
和
で
き
る
た
め
の
大
前
提
で
も
あ
る
の
だ

(
図
2
B
)
。
そ
し
て
、
党
組
織
は
ま
さ

'h

ー
ま
さ
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
信
奉
を

保
持
す
る
た
め
の
機
構
な
の
で
あ
る
。
私
は
、
中
国
の
こ
う
し
た
社
会

調
整
の
方
式
を
、
新
一
体
化
構
造
〔
新
一
体
化
結
構
〕
と
よ
ん
だ
(
金
・

劉
[
一
九
九
三
一
二
九

O
l
二
九
四
、
三
一
一
一

l
三
一
五
、
三
三
八

l

三
三
九
、
三
五
五
、
四
一
四
、
四
三
六
l
四

六

三

]

)

。

寸
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清
末
の
新
政
は
、
日
清
戦
争
と
義
和
団
事
件
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

中
国
の
士
大
夫
は
、
こ
の
期
に
及
ん
で
も
近
代
化
を
目
標
の
第
一
に
掲

げ
な
け
れ
ば
、
中
国
は
亡
ん
で
し
ま
う
と
認
識
し
た
の
で
あ
っ
た
。
当

時
の
清
朝
政
府
は
、
儒
教
の
基
本
道
徳
と
根
本
原
則
(
綱
常
名
教
〕
に

よ
っ
て
自
ら
の
統
治
の
合
法
性
を
維
持
す
る
と
い
う
点
だ
け
を
別
に
し

て
、
儒
教
の
信
条
を
経
済
改
革
、
政
治
改
革
の
面
で
は
完
全
に
放
棄
し

て
、
西
欧
近
代
社
会
を
全
面
的
に
自
己
の
モ
デ
ル
と
し
た
の
で
あ
る
。

七
0
年
代
末
か
ら
の
改
革
開
放
の
前
提
は
、
中
国
共
産
党
が
毛
沢
東

の
文
革
路
線
に
幻
滅
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
郵
小
平
思
想
と
は
、

共
産
党
の
指
導
を
堅
持
す
る
と
い
う
前
提
の
も
と
で
、
こ
れ
ま
で
最
重

要
と
さ
れ
て
き
た
二
つ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
目
標
、
す
な
わ
ち
、
階

級
闘
争
を
第
一
と
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
も
と
で
継
続
革
命
を
行

な
う
と
い
う
目
標
を
放
棄
し
、
そ
の
代
わ
り
に
、
経
済
を
発
展
さ
せ
る

こ
と
を
中
心
に
据
え
、
全
面
開
放
を
行
な
い
、
全
力
で
市
場
経
済
を
推

進
す
る
と
い
う
こ
と
を
本
質
と
す
る
。
郵
小
平
思
想
は
、
清
朝
新
政
の

指
導
思
想
と
、
構
造
が
よ
く
似
て
い
る
。

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
放
棄
す
れ
ば
、
た
し
か
に
経
済
発
展
が
古
い
枠
に

し
め
つ
け
ら
れ
な
く
な
り
、
高
度
成
長
が
で
き
る
が
、
そ
の
い
っ
ぽ
う

で
、
幹
部
ら
の
あ
い
だ
の
腐
敗
が
ひ
ど
く
な
り
、
社
会
調
整
の
基
礎
を

い
ち
じ
る
し
く
弱
め
て
し
ま
う
。
郵
小
平
の
改
革
開
放
も
清
朝
新
政
も
、

三
つ
の
問
題
に
ぶ
ち
あ
た
る
と
さ
き
に
の
べ
た
が
、
そ
れ
ら
は
み
な
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
対
す
る
信
奉
を
破
壊
し
た
結
果
も
た
ら
さ
れ
た
も
の

だ。

Ih I 
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実
際
、
伝
統
社
会
と
現
代
中
国
社
会
の
調
整
方
式
が
同
じ
構
造
を
も

っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
清
末
の
新
政
と
郵
小
平
の
改
革
と
が
似
て
ュ
る

の
で
あ
る
。
一
体
化
構
造
が
社
会
調
整
の
ト
ッ
プ
に
置
か
れ
¥
イ
デ
オ

ー
ギ
l
の
定
め
る
社
会
道
徳
の
理
想
こ
そ
政
府
の
追
求
す
べ
き
主
目
標

一TI
J一
と
さ
れ
る
あ
い
だ
、
中
国
は
対
外
開
放
で
き
な
い
。
経
済
の
近

1
代
日
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
枠
に
収
ま
る
ほ
か
な
く
、
経
済
の
発
展
は

と
う
し
て
も
緩
慢
で
限
界
の
あ
る
も
の
に
な
る
。

清
朝
政
府
は
、
「
外
国
の
ょ
い
と
こ
ろ
を
学
び
つ
つ
も
、
外
国
に
対
す

J
1
1佐
を
失
わ
な
い
〔
師
夷
之
長
、
技
以
制
夷
〕
」
洋
務
運
動
を
推
進

し
た
か
、
こ
れ
は
も
と
も
と
、
太
平
天
国
の
大
動
乱
の
あ
と
の
同
治
中

興
の
一
部
分
だ
っ
た
。
当
時
、
儒
教
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
用
い
て
社
会

を
調
整
す
る
こ
と
が
、
清
朝
の
主
要
な
目
標
で
あ
り
、
近
代
化
も
、
需

教
的
な
政
策
実
践
〔
経
世
致
用
〕
の
枠
の
な
か
で
な
げ
れ
ば
j
ら
な
か

っ
た
。
こ
の
た
め
、
経
済
発
展
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
が
ん
じ
j

ら
め
に
制
限
さ
れ
、
ま
と
も
に
進
ま
な
か
っ
た
。
一
方
、
毛
沢
東
時
代

の
中
国
で
も
、
革
命
を
や
り
生
産
を
伸
ば
す
に
し
て
も
、
工
業
は
大
慶

に
学
び
農
業
は
大
塞
に
学
ぶ
に
し
て
も
、
経
済
発
展
と
は
要
す
る
に
、

革
命
道
徳
の
理
想
を
防
衛
す
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。
さ
も
な
け
九
王
、

1

衛
星
は
天
を
飛
去
、
赤
旗
は
地
に
落
ち
る
〔
衛
星
飛
天
、
紅
雪
地
〕
」

修
正
主
義
だ
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。

ー
伺
末
の
新
政
と
郡
小
平
の
改
革
に
共
通
な
の
は
、
ま
さ
に
こ
こ
で
あ

る
。
両
者
は
ど
ち
ら
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
夢
か
ら
目
覚
め
、
経
済
発

展
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
目
標
よ
り
も
上
に
置
い
た
の
で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
、
経
済
発
展
は
、
社
会
構
造
を
転
覆
さ
せ
、
社
会
調
整
の

重
大
な
危
機
を
も
た
ら
す
の
で
あ
ろ
う
か
?

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
清
朝
の
社
会
構
造
と
現
代
中
国
の
社
会
組
織

の
方
式
と
は
ぴ
っ
た
り
同
じ
で
な
い
か
ら
、
二
度
の
近
代
化
の
ピ

l
ク

が
社
会
調
整
に
お
よ
ぽ
す
衝
撃
も
同
じ
で
は
な
い
。

図
2
A
に
示
し
た
中
国
の
伝
統
的
な
社
会
調
整
の
方
式
を
分
析
す
る

と
、
地
方
名
望
家
が
と
て
も
大
事
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
名
望
家
の
人
数
は
だ
い
た
い
、
官
僚
の
人
数
の
一

O
倍
ぐ
ら
い
で
、

農
業
社
会
に
お
け
る
国
民
生
産
物
の
圧
倒
的
部
分
を
握
っ
て
い
る
。
彼

ら
は
農
村
で
生
活
し
、
全
国
数
十
万
に
の
ぽ
る
宗
族
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
名
望
家
の
自
治
は
効
果
的
に
、
上
層
の
官
僚
機
構
と

下
層
の
宗
族
組
織
と
を
結
び
つ
け
て
、
う
ま
く
社
会
調
整
が
で
き
る
。

こ
の
名
望
家
階
層
が
、
近
代
化
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
目
標
よ
り
も
上

位
に
置
く
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
、
大
量
の
資
金
と
人
材
が
農
村

か
ら
都
市
に
向
か
う
こ
と
、
経
済
発
展
が
巨
大
な
推
進
力
を
獲
得
す
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
名
望
家
階
層
は
農
村
を
離
れ
、
都
市
化
に
弾
み
を

つ
け
る
。
社
会
組
織
の
中
層
で
あ
る
名
望
家
が
都
市
化
す
る
こ
と
で
、

伝
統
一
体
化
構
造
の
三
つ
の
層
の
間
の
調
整
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
の

だ
。
ま
ず
、
中
国
社
会
の
基
層
か
ら
、
地
方
自
治
や
農
村
の
リ
ー
ダ
ー

役
を
担
う
名
望
家
が
い
な
く
な
り
、
宗
族
も
ま
た
首
を
欠
い
た
龍
の
よ

う
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
も
は
や
名
望
家
が
官
僚
・
政
府
と
協
調

し
て
、
政
府
の
末
端
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
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そ
の
た
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め
、
新
政
が
始
ま
っ
て
か
ら
二

0
年
代
に
か
け
て
、
中
国
の
農
村
は
宗

族
が
解
体
し
た
せ
い
で
一
途
に
衰
弱
し
て
ゆ
き
、
土
豪
や
ゴ
ロ
ツ
キ
が

の
さ
ば
り
始
め
て
、
村
で
わ
が
も
の
顔
に
ふ
る
ま
い
、
農
村
の
政
治
秩

序
は
完
全
に
暴
力
化
し
た
。
こ
う
し
て
、
基
層
の
社
会
は
、
農
民
革
命

に
よ
っ
て
立
て
直
す
以
外
に
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
状
態
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。そ
の
一
方
、
名
望
家
の
都
市
化
は
、
名
望
家
の
権
力
が
農
村
か
ら
都

市
に
拡
張
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
都
市
に
も
と
も
と
あ
っ
た

政
府
権
力
機
構
と
衝
突
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
辛
亥
革
命
は
、
表
面
か

ら
み
る
と
、
清
朝
政
府
に
革
命
党
が
と
っ
て
代
わ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

歴
史

AZ官
が
再
々
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
背
後
の
推
進
力

は
、
拡
張
し
た
名
望
家
権
力
が
、
清
朝
の
大
一
統
官
僚
機
構
を
転
覆
し

た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
、
図
2
B
に
示
す
中
国
現
代
社
会
の
構
造
と
比
較
し
て
み
よ

う
。
い
ま
の
中
国
の
社
会
調
整
に
は
、
名
望
家
の
権
力
が
社
会
の
上
層

下
層
を
結
び
つ
け
る
仲
介
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
名
望
家
の
都

市
化
に
あ
た
る
動
き
は
な
い
。
地
方
政
府
が
中
央
を
転
覆
す
る
と
い
う

こ
と
も
な
い
し
、
軍
闘
が
割
拠
す
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
。
言
い
換
え

れ
ば
、
経
済
が
高
度
成
長
す
る
の
に
と
も
な
っ
て
、
社
会
構
造
は
決
し

て
中
層
が
破
壊
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
反
対
に
、
中
央
か

ら
地
方
、
末
端
に
い
た
る
、
共
産
党
員
を
基
幹
と
す
る
膨
大
な
幹
部
の

隊
列
が
あ
る
の
で
、
中
国
に
は
目
下
の
と
こ
ろ
社
会
構
造
の
上
層
と
中

.20~胤中国近代化の 2 つのピーク

中
国
の
社
会
調
整
が
解
体
す
る
寸
前
だ
と
考
え
る
わ
け
に
も
い
か
な

い
。
ま
た
も
う
一
方
で
、
中
国
が
す
で
に
二

O
年
維
持
し
て
い
る
政
治

は
硬
直
化
、
経
済
は
高
度
成
長
と
い
う
状
況
が
、
順
調
に
一
二
世
紀
に

持
ち
越
せ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
経
済
発
展

が
社
会
構
造
に
及
ぽ
す
破
壊
作
用
は
、
慢
性
的
だ
か
ら
で
あ
る
。

中
国
は
ま
さ
に
、
増
大
す
る
社
会
調
整
の
圧
力
に
よ
っ
て
、
政
治
改

革
を
推
進
せ
ざ
る
を
え
な
い
時
代
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
国

家
の
官
僚
機
構
と
農
村
社
会
と
の
接
続
点
で
、
歴
史
上
現
れ
た
社
会
調

整
の
問
題
が
ま
た
も
や
、
新
し
い
形
式
で
現
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
清

末
、
社
会
調
整
の
破
壊
は
、
官
僚
機
構
と
民
間
社
会
の
接
続
点
で
ま
ず

発
生
し
た
。
現
在
、
官
僚
機
構
は
清
末
当
時
の
何
百
倍
も
大
き
い
の
で
、

接
続
点
は
社
会
の
中
層
で
は
な
く
基
層
に
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
接

続
点
が
破
壊
さ
れ
れ
ば
、
同
じ
よ
う
に
社
会
調
整
の
危
機
が
訪
れ
る
は

ず
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
表
れ
が
、
慢
性
的
な
だ
け
な
の
だ
。

い
ま
の
中
国
の
社
会
構
造
で
は
、
政
府
の
末
端
は
村
〔
郷
〕
で
あ
り
、

村
以
下
の
農
業
社
会
の
組
織
は
ど
う
し
て
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
調
整

機
能
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
毛
沢
東
時
代
に
で

き
た
人
民
公
社
の
体
制
で
は
、
公
社
は
村
政
府
に
相
当
し
、
公
社
の
下

の
生
産
隊
は
自
然
村
に
相
当
し
た
。
村
は
党
支
部
を
設
け
、
そ
の
幹
部

は
政
府
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
服
す
る
が
、
彼
ら
は
国
家
行
政
の
編
成
か

ら
外
れ
て
お
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
働
き
に
よ
っ
て
政
府
と
調
整
を
行

な
っ
て
い
る
。
郡
小
平
の
改
革
は
、
人
民
公
社
を
廃
止
し
、
村
政
府
を

再
建
し
た
が
、
村
レ
ベ
ル
の
社
会
管
理
は
や
は
り
政
府
の
枠
外
で
あ
る
。

層
と
の
あ
い
だ
の
断
裂
は
存
在
し
な
い
。
中
央
政
府
の
統
制
能
力
は
、

弱
ま
っ
た
と
は
言
え
、
依
然
と
し
て
全
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い

る
。
む
し
ろ
一
九
九
三
年
か
ら
は
、
中
央
政
府
の
収
税
能
力
が
高
ま
り
、

安
定
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
も
い
う
(
胡
[
一
九
九
六
]
)
。

要
約
し
よ
う
。
清
末
の
新
政
の
際
の
、
名
望
家
の
都
市
化
は
、
経
済

発
展
の
主
要
な
推
進
力
だ
っ
た
。
資
金
と
人
材
は
農
村
か
ら
都
市
に
、

農
村
か
ら
工
業
・
商
業
に
向
か
い
、
官
僚
や
名
望
家
が
資
本
家
に
生
ま

れ
変
わ
っ
た
。
今
日
み
ら
れ
る
の
は
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
変
化
の
図
柄

で
あ
る
。
官
僚
特
権
階
級
が
名
望
家
の
位
置
に
と
っ
て
代
わ
っ
て
い
る
。

近
代
化
と
は
、
大
量
の
官
僚
が
よ
ろ
こ
ん
で
政
治
を
や
め
て
ビ
ジ
ネ
ス

に
転
じ
、
数
千
億
の
国
家
資
産
が
流
出
し
て
個
人
所
有
の
資
本
に
な
る

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
名
望
家
の
都
市
化
が
社
会
調
整
を
破
壊
し
た
の

は
、
組
織
の
面
か
ら
だ
っ
た
が
、
今
日
の
経
済
発
展
が
社
会
調
整
に
お

よ
ぽ
す
打
撃
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
道
徳
の
面
に
集
中
し
て
い
る
。
官

僚
の
腐
敗
と
分
配
の
不
公
平
は
、
耳
を
疑
う
ほ
ど
ひ
ど
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
経
済
発
展
は
、
社
会
調
整
を
も
ろ
に
破
壊
す
る

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
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4
.
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
近
代
資
本
主
義

以
上
の
よ
う
な
分
析
が
成
り
立
つ
と
す
る
と
、
一
一
一
世
紀
戦
略
の
研

究
は
、
こ
れ
ま
で
に
列
挙
し
た
よ
う
な
観
点
の
い
ず
れ
と
も
違
っ
た
観

点
に
立
脚
し
な
い
と
い
け
な
い
よ
う
で
あ
る
。
一
方
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、

こ
の
よ
う
に
、
改
革
開
放
が
も
た
ら
す
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
信
奉
の
破
壊
は
、

必
ず
や
、
村
以
下
の
農
村
秩
序
を
粉
砕
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

実
際
、
中
国
共
産
党
が
一
九
八

0
年
代
の
初
め
、
農
村
で
広
汎
な
責

任
請
げ
負
い
制
〔
責
任
承
包
制
)
を
推
進
し
て
か
ら
、
農
村
の
村
レ
ベ

ル
の
基
層
組
織
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
能
力
は
大
幅
に
弱
ま
っ
た
。
一
九
八

八
年
、
中
国
政
務
院
民
政
部
が
全
国
一
七
省
数
百
ケ
村
を
調
査
し
て
明

ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
村
レ
ベ
ル
の
組
織
が
麻
痔
状
態
の
と
こ
ろ

が
三

O
%、
貧
困
地
区
で
は
五

O
%に
達
す
る
。

二
O
世
紀
の
初
め
、
宗
族
が
新
政
の
経
済
発
展
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ

た
際
と
同
様
に
、
農
村
の
も
っ
と
も
基
層
の
組
織
の
瓦
解
は
、
二
種
類

の
衝
撃
波
を
う
み
出
す
。

第
一
は
、
都
市
に
対
す
る
衝
撃
。
こ
れ
は
、
ま
す
ま
す
猛
烈
と
な
る

流
動
人
口
〔
流
民
潮
)
を
意
味
す
る
。

清
末
の
新
政
の
時
期
に
は
、
名
望
家
の
都
市
化
に
と
も
な
い
、
農
村

人
口
は
通
商
港
湾
都
市
に
向
か
っ
て
流
動
し
た
。
当
時
は
流
動
人
口
を

都
市
が
す
み
や
か
に
吸
収
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
は
主
と
し
て
、
近
代

都
市
の
急
速
な
成
長
と
し
て
表
れ
た
。
現
在
は
、
都
市
戸
籍
制
度
〔
城

市
戸
口
制
度
〕
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
制
限
が
、
一
定
の
作
用
を
有
し
て

い
る
。
農
村
人
口
は
、
一
般
的
な
都
市
化
と
し
て
表
れ
る
動
き
の
ほ
か

に
、
ま
す
ま
す
は
げ
し
く
な
る
流
動
人
口
を
惹
起
し
て
い
る
。
一
九
八

八
年
に
は
大
陸
の
流
動
人
口
は
総
数
五

0
0
0万
に
達
し
、
一
九
九
二

年
に
は
そ
れ
が
七

0
0
0万
に
増
え
た
。
現
在
、
誰
も
流
動
人
口
の
正

一一7う一一
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確
な
数
字
を
つ
か
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
億
人
に
達
し
て
い
る
と

い
う
推
計
も
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
大
量
の
流
動
人
口
は
、
現
存
す
る
社
会

構
造
の
安
定
に
と
っ
て
重
大
な
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。
改
革
開
放
の
早

い
時
期
に
、
こ
う
し
た
労
働
力
は
安
価
な
労
働
力
と
な
っ
て
沿
海
の
経

済
特
区
に
向
か
い
、
中
国
の
経
済
発
展
に
プ
ラ
ス
の
機
能
を
も
っ
た
。

労
働
力
が
安
価
で
あ
る
こ
と
は
、
中
国
経
済
の
高
度
成
長
の
条
件
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
し
か
し
最
近
、
こ
の
利
点
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
流
民

は
組
織
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
彼
ら
は
安
価
な
労
働
力
を
提
供
す
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
地
の
治
安
問
題
と
も
な
っ
て
お
り
、
各
種
の
社
会
矛

盾
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
し
か
も
、
彼
ら
が
地
元
住
民
や
雇
い
主
と

の
聞
に
矛
盾
を
深
め
る
に
つ
れ
て
、
彼
ら
が
社
会
構
造
に
与
え
る
打
撃

は
日
増
し
に
強
ま
る
の
で
あ
る
。

第
二
の
衝
撃
は
、
農
村
の
基
層
社
会
に
与
え
る
変
化
で
あ
る
。

村
の
党
組
織
や
村
の
幹
部
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
賦
与
す
る
権
力
を

も
は
や
手
に
で
き
な
く
な
る
と
、
中
国
の
農
民
は
、
農
村
の
権
力
・
組

織
の
真
空
状
態
を
、
基
盤
秩
序
を
建
て
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
埋
め
な
十

れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
に
は
、
三
つ
の
選
択
が
あ
る
。
第
一
は
、
近
代

の
民
主
選
挙
を
村
に
導
入
す
る
こ
と
。
村
民
委
員
会
を
、
ほ
ん
と
う
の

自
主
選
挙
に
よ
っ
て
生
み
出
し
、
農
村
の
基
層
組
織
の
近
代
化
を
は
か

J
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
選
択
は
、
郷
鎮
企
業
を
軸
に
農
村
の
基
層
組

織
を
組
織
し
直
し
、
い
わ
ゆ
る
地
方
の
有
力
人
物
を
中
心
に
し
た
有
力

白
政
治
〔
能
人
政
治
〕
を
作
り
だ
す
こ
と
で
あ
る
。
第
三
は
、
宗
族
組

織
を
ふ
た
た
び
匙
ら
せ
、
も
と
の
村
レ
ベ
ル
の
政
治
権
力
の
機
能
を
一
肩

e2011脇山1IIIil近代化ω2つのピーク

す
衝
撃
は
、
特
に
国
家
に
巨
額
の
財
政
負
担
を
背
負
わ
せ
て
い
る
大
型

国
営
企
業
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
と
比
較
し
て
巨
大
な
も
の
が
あ
る
。

大
型
国
営
企
業
の
数
千
万
の
労
働
者
が
享
受
し
て
い
た
利
益
が
重
大
な

損
害
を
被
る
と
き
、
彼
ら
が
中
国
社
会
の
安
定
に
果
し
て
き
た
影
響
も
、

農
村
の
流
動
人
口
ど
こ
ろ
で
は
な
い
打
撃
を
被
る
。

社
会
調
整
が
慢
性
的
に
解
体
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
結
果
を
ま
ね
く

か
?
す
ぐ
に
わ
か
る
の
は
、
中
国
の
経
済
成
長
の
速
度
が
緩
む
こ
と

で
あ
る
。
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
二

O
年
来
の
経
済
発
展
の
原

動
力
は
、
非
固
有
経
済
の
部
分
に
由
来
し
て
い
た
。
郷
鎮
企
業
や
都
市

と
農
村
の
接
点
に
位
置
す
る
集
団
企
業
(
集
体
企
業
〕
が
、
中
国
経
済

の
な
か
で
、
も
っ
と
も
規
模
が
大
き
く
も
っ
と
も
活
力
あ
る
部
分
だ
っ

た
。
農
村
の
秩
序
が
ば
ら
ば
ら
に
な
り
、
国
家
と
農
村
の
政
治
権
力
の

調
整
が
種
々
の
困
難
に
見
舞
わ
れ
る
と
、
こ
う
し
た
企
業
が
生
き
の
び

る
た
め
の
環
境
が
大
き
く
壊
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
疑
い
な
い
。
実
際
、

こ
こ
数
年
、
中
国
の
郷
鎮
企
業
の
成
長
の
勢
い
は
す
で
に
頭
打
ち
に
な

っ
て
い
る
。
実
地
調
査
を
し
た
研
究
者
は
口
を
そ
ろ
え
て
、
今
日
の
中

国
経
済
は
マ
ク
ロ
的
に
は
ま
ず
ま
ず
だ
が
、
ミ
ク
ロ
的
に
は
だ
め
だ
と

言
う
。

マ
ク
ロ
的
と
は
国
家
の
金
融
財
政
を
い
い
、
ミ
ク
ロ
的
と
は
社

会
基
層
の
集
団
企
業
、
個
人
企
業
、
郷
鎮
企
業
の
経
営
状
態
を
い
う
。

こ
こ
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
社
会
調
整
が
慢
性
的
に
解
体
し
て
し
ま
う

と
、
中
国
の
今
後
の
経
済
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
高
度
成
長
を
持
続

す
る
の
は
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
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代
わ
り
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

農
村
の
基
層
組
織
に
お
け
る
こ
う
し
た
三
種
の
変
化
は
、
九

0
年
代

に
よ
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
象
で
、
そ
こ
に
中
国
民
主
化
の
希

望
を
見
い
だ
す
人
び
と
も
い
る
。
け
れ
ど
も
総
じ
て
み
る
と
、
こ
の
三

つ
は
、
第
一
の
民
主
選
挙
が
ま
っ
と
う
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
の
を
別

に
す
れ
ば
、
残
り
の
二
つ
は
、
中
上
層
の
組
織
と
調
整
を
行
な
う
こ
と

が
む
ず
か
し
い
。
さ
ら
に
重
大
な
問
題
は
、
現
在
、
か
な
り
多
く
の
地

区
の
農
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
存
在
し
て
い
た
旧
組
織
が
消
滅
し
て
も
¥

新
し
い
組
織
を
立
ち
上
げ
ら
れ
な
い
で
い
る
こ
と
だ
。
こ
う
し
た
状
況

の
も
と
、
ニ

0
年
代
に
似
た
村
レ
ベ
ル
の
ゴ
ロ
ツ
キ
が
そ
の
地
の
権
力

を
左
右
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
、
暴
力
団
〔
悪
勢
力
〕
の

勃
興
と
よ
ぶ
人
も
い
る
。

時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
農
村
の
末
端
が
ど
の
よ
う
に
統
制
不
可
能

な
結
末
を
う
み
だ
し
て
い
く
か
、
想
像
す
る
こ
と
さ
え
む
ず
か
し
い
l

農
民
の
負
担
が
、
汚
職
官
吏
や
村
の
ゴ
ロ
ツ
キ
の
圧
迫
の
も
と
で
ど
ん

ど
ん
重
く
な
っ
て
い
く
と
、
い
わ
ゆ
る
陳
勝
・
呉
広
(
訳
注
一
秦
代
の

農
民
暴
動
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
、
秦
朝
打
倒
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
)
の

待
望
は
、
こ
っ
そ
り
語
ら
れ
る
話
題
で
は
な
く
な
ろ
う
。

-76-

社
会
調
整
の
慢
性
的
な
危
機
の
も
う
ひ
と
つ
の
表
れ
は
、

営
企
業
の
破
産
が
も
た
ら
す
問
題
で
あ
る
。

官
僚
機
構
が
膨
大
な
た
め
、

断
裂
は
生
じ
て
い
な
い
。

大
型
の
国

今
の
と
こ
ろ
、
清
末
の
と
き
の
よ
う
な

け
れ
ど
も
、
市
場
化
が
現
在
の
体
制
に
及
ぽ

社
会
調
整
が
慢
性
的
に
解
体
す
る
の
を
避
け
、
経
済
を
持
続
的
に
発

展
さ
せ
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
政
治
改
革
を
実
行
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

清
末
で
あ
れ
現
在
で
あ
れ
、
政
治
改
革
の
推
進
力
は
、
一
般
的
に
言

っ
て
二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
信
奉
の
危
機
に
由
来
し
、

も
う
ひ
と
つ
は
社
会
調
整
に
か
か
わ
る
重
大
問
題
に
由
来
す
る
。

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
信
奉
の
危
機
は
、
現
政
権
の
合
法
性
を
疑
わ
せ
る
。

そ
れ
が
も
た
ら
す
政
治
改
革
は
一
般
に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
超
越
し
た

民
主
立
憲
政
治
の
樹
立
を
要
求
す
る
。
そ
の
参
加
者
は
主
に
、
知
識
分

子
と
体
制
内
の
改
革
派
で
あ
る
。

社
会
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
始
ま
る
改
革
運
動
の
推
進
者
は
、
主

に
各
級
政
府
の
官
僚
で
あ
る
。

清
末
の
新
政
の
時
期
、
多
く
の
名
望
家
は
し
ば
し
ば
体
制
内
の
官
僚

と
知
識
分
子
と
を
一
身
に
兼
ね
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
の
二
種
類
の

改
革
は
一
緒
に
織
り
あ
わ
さ
っ
て
起
こ
っ
た
。
名
望
家
は
一
方
で
熱
烈

に
立
害
山
政
治
を
要
求
す
る
請
願
運
動
を
組
織
し
、
も
う
一
方
で
、
地
方

行
政
改
革
の
推
進
者
で
も
あ
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
い
ま
の
中
国
の
体
制
で

は
、
知
識
分
子
は
、
伝
統
的
な
知
識
分
子
の
よ
う
な
二
重
の
身
分
を
兼

ね
て
お
ら
ず
、
上
記
二
種
類
の
改
革
の
動
き
は
分
裂
状
態
を
呈
し
て
い

る
。
八

0
年
代
に
、
社
会
調
整
の
慢
性
的
危
機
は
や
っ
と
現
れ
は
じ
め
、

第
二
の
改
革
の
動
き
は
な
お
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
政

治
改
革
を
進
め
た
の
は
第
一
の
動
き
で
あ
り
、
六
・
四
天
安
門
事
件
以

前
の
は
な
ば
な
し
い
思
想
解
放
運
動
は
、
知
識
分
子
を
主
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
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体
制
外
の
改
革
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面
で
の
改
革
の
動
き
は
、
官
僚
に

は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
国
は
政
治
改
革
な
ど
し
な
く
て
よ

い
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
?
政
治
改
革
と
い
う
関
門
を
、
避
け
て

通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
政
治
の
圧
力
の
せ
い
で
、
思
想
と
言
論
は
い

ま
あ
ま
り
活
発
で
な
い
げ
れ
ど
も
、
経
済
発
展
が
引
き
起
こ
し
た
数
え

き
れ
な
い
社
会
問
題
ゃ
、
社
会
調
整
の
危
機
は
、
政
府
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
自
己
改
革
を
迫
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
危
機

に
対
応
し
て
い
る
の
は
主
に
末
端
の
政
府
官
僚
で
あ
り
、
そ
う
し
た
危

機
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
変
革
も
、
大
部
分
は
地
方
政
府
、
と
り
わ
け

県
レ
ベ
ル
の
政
府
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
表
面
的
に
は
、
九

0
年
代
、
民
主
化
は
阻
止
さ
れ
、
政
治
制
度
は
硬
直
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
社
会
調
整
の
慢
性
的
な
危
機
が
深
刻
に
な
る
に
従
っ
て
、

社
会
問
題
に
よ
っ
て
っ
き
動
か
さ
れ
る
か
た
ち
で
の
政
治
改
革
は
実
際

す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。
農
村
の
基
層
で
の
民
主
選
挙
は
そ
の
一
例
で

あ
る
。
末
端
の
民
主
化
は
徐
々
に
で
は
あ
っ
て
も
、
上
方
に
移
行
し
て

ゆ
き
、
中
上
層
に
日
増
し
に
巨
大
な
圧
力
を
う
み
出
し
て
い
る
。

こ
の
面
で
の
明
ら
か
な
兆
し
の
ひ
と
つ
は
、
九

0
年
代
の
中
国
政
府

官
僚
の
構
造
が
、
微
妙
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
基
層
か
ら
中

層
、
上
層
と
い
う
具
合
に
、
幹
部
の
素
質
が
高
学
歴
、
専
門
化
の
方
向

に
変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
国
の
民
主
改
革
に
と
っ
て
有
利
な
条

件
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
、
基
層
に
始
ま
る
政
策
的
・
技
術
的
な
変
化
が
、

.2011t紀中い!近代化の2つのピーク

具
体
的
な
規
範
、
制
度
を
公
布
す
る
だ
け
で
は
足
り
な
い
。

ど
う
し
て
も
、
そ
う
し
た
具
体
的
な
規
範
を
調
整
で
き
る
、
憲
法
と
新

し
い
政
治
の
枠
組
み
と
が
必
要
に
な
る
。

中
華
民
国
の
初
年
に
も
、
法
令
や
規
則
が
や
た
ら
に
数
多
く
公
布
さ

れ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
民
主
化
の
試
み
が
す
べ
て
失
敗
す
る
と
、

こ
う
し
た
具
体
的
な
規
則
で
は
社
会
調
整
が
解
体
す
る
の
を
防
止
で
き

な
く
な
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
み
て
も
、
政
治
改
革
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
法
規
を
公
布
し
、
基
層
か
ら
の
動
き
を
進
め
る
こ
と
以
外
に
、
共

産
党
の
高
い
レ
ヴ
ェ
ル
が
行
動
を
起
こ
す
必
要
が
あ
る
。

仮
に
中
国
共
産
党
の
高
い
レ
ヴ
ェ
ル
が
、
政
治
改
革
を
拒
絶
し
、
郵

小
平
が
敷
い
た
「
経
済
は
開
放
・
政
治
は
強
硬
」
と
い
う
路
線
を
こ
の

ま
ま
走
り
続
け
た
場
合
、
中
国
社
会
は
こ
れ
か
ら
い
っ
た
い
ど
う
な
っ

て
し
ま
う
の
か
?
こ
れ
は
誰
も
が
し
ば
し
ば
聞
き
た
く
な
る
疑
問
で

あ
る
。明
ら
か
な
こ
と
だ
が
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
基
層
、
地
方
に
由
来

す
る
変
革
が
う
ま
く
調
整
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
政
治
構
造
の
全
体
が

解
体
し
て
し
ま
う
。
社
会
調
整
の
慢
性
的
な
危
機
は
、
つ
い
に
は
社
会

的
な
動
乱
に
結
び
つ
く
の
だ
。
こ
れ
ほ
ど
人
口
が
多
く
、
こ
れ
ほ
ど
各

地
域
相
互
の
連
携
が
密
接
な
中
国
社
会
で
は
、
社
会
が
長
期
に
わ
た
っ

て
秩
序
を
失
っ
て
も
不
思
議
で
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で

な
い
だ
ろ
う
。

一
般
的
に
言
っ
て
、
経
済
発
展
が
、
共
通
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
信
奉

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
社
会
体
制
を
突
き
破
り
、
し
か

る
の
に
、
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最
終
的
に
は
全
面
的
な
政
治
改
革
を
帰
結
し
、
民
主
主
義
と
立
憲
政
治

を
選
択
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
、
と
考
え
ら
れ
る
の
か
?

ポ
イ
ン
ト
は
、
政
治
体
制
の
ど
ん
な
変
化
も
最
終
的
に
、
規
範
性
、

合
法
性
と
い
う
こ
つ
の
問
題
に
集
中
的
に
表
れ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。
規
範
性
と
は
、
地
方
政
府
、
基
層
政
府
が
社
会
問
題
の
衝
撃

を
受
け
て
う
み
出
し
た
局
部
的
な
変
革
を
、
相
互
に
調
整
し
て
、
統
一

政
府
が
分
裂
す
る
の
を
避
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
合
法
性
と
は
、

政
府
が
ま
す
ま
す
多
く
な
る
社
会
問
題
を
処
理
す
る
の
に
必
要
な
権
力

を
、
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
言
う
。
現
在
の
中
国
の
よ
う

な
社
会
調
整
の
方
式
で
は
、
規
範
性
と
合
法
性
は
も
と
も
と
、
共
通
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
信
奉
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
た
の
だ
が
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
信
奉
が
解
体
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
前
提
に
立
て
ば
、
あ
と
は

民
主
選
挙
、
憲
法
、
党
規
約
に
よ
る
し
か
な
い
。

部
小
平
死
後
の
共
産
党
内
に
う
ま
れ
た
不
可
抗
な
変
化
は
、
こ
う
し

て
、
集
団
指
導
か
ら
党
内
民
主
主
義
へ
と
向
か
う
流
れ
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
、
党
と
政
府
の
内
部
に
発
す
る
政
治
改
革
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

に
も
と
づ
く
政
治
改
革
ほ
ど
目
立
つ
も
の
で
は
な
い
げ
れ
ど
も
、
そ
れ

以
上
に
不
可
抗
な
も
の
な
の
だ
。

一一 78一一

九
0
年
代
に
中
国
政
府
は
、
一

0
0
0に
も
の
ぽ
る
法
規
、
条
例
を

公
布
し
た
。
こ
れ
は
、
社
会
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
、
党
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

か
ら
規
範
と
法
律
に
転
換
し
始
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
け
れ
ど
も
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
超
越
す
る
一
個
の
社
会
調
節
の
仕
組
み
を
こ
し
ら
え

も
人
々
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
超
え
た
社
会
調
節
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探
し

出
せ
な
い
場
合
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
も
う
い
ち
ど
作
り
な
お
す
と
い
う

の
も
し
ば
し
ば
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
だ
。
一
九
二

0
年
代
、
第
一
次
の

近
代
化
プ

1
ム
が
ひ
き
お
こ
し
た
深
刻
な
社
会
秩
序
の
喪
失
の
さ
な

か
、
マ
ル
ク
ス
・
レ

l
ニ
ン
主
義
、
三
民
主
義
と
い
っ
た
新
し
い
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
が
す
さ
ま
じ
い
勢
い
で
広
ま
っ
て
か
ら
、
共
産
党
、
国
民
党

が
新
し
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
利
用
し
つ
つ
社
会
調
整
を
は
か
つ
て
行
っ

た
、
と
い
う
の
が
よ
い
例
で
あ
る
。

も
し
も
今
日
、
わ
れ
わ
れ
が
広
い
歴
史
的
視
野
に
目
を
転
じ
、
一
九

世
紀
、
ニ

O
世
紀
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
本
主
義
の
発

展
の
関
係
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
中
国
社
会
の
近
代
化
の
な
か
に
、
同

じ
構
造
を
も
っ
た
歴
史
の
図
柄
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
国
の

二
回
の
近
代
化
の
ピ

l
ク
は
、
い
ず
れ
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
退
潮
す

る
国
際
的
な
環
境
の
な
か
で
起
こ
っ
た
。
一
回
目
の
近
代
化
は
、
第
一

次
世
界
大
戦
の
前
に
始
ま
っ
た
。
カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ

l
に
言
わ
せ
る

と
、
こ
れ
は
、
西
欧
一
九
世
紀
百
年
の
平
和
の
末
尾
に
起
こ
っ
た
の
だ

が
、
こ
の
百
年
間
に
、
西
欧
経
済
は
高
度
成
長
を
と
げ
た
。
二
回
目
の

近
代
化
の
ピ

l
ク
は
、
冷
戦
が
終
結
し
、
自
由
主
義
が
プ

l
ム
と
な
る

時
期
に
起
こ
っ
た
。
自
由
主
義
に
も
と
づ
く
国
際
秩
序
が
、
利
害
の
衝

突
を
解
決
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
支
配
的
と
な
る

新
時
代
が
再
び
や
っ
て
来
な
い
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
ポ
ラ
ン
ニ

1

は
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
、
経
済
発
展
が
、
市
場
調
節
の
う
え
に
構
築

さ
れ
た
自
由
主
義
を
突
き
破
っ
て
引
き
起
こ
し
た
も
の
と
見
て
い
る
。
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超
穏
定
結
構
」
(
香
港
中
文
大
学
出
版
社
)

一
九
八
二
「
論
民
族
資
産
階
級
上
層
与
清
末
立
憲
派
」
『
明
清

史
国
際
学
術
討
論
会
論
文
集
』
(
天
津
・
人
民
出
版
社
)

一
九
八
七
『
明
清
時
代
江
南
市
鎮
研
究
』
(
北
京
・
中
国
社
会

科
学
出
版
社
)

劉
樹
成
・
李
強
・
醇
天
棟
一
九
九
四
『
中
園
地
区
経
済
発
展
研
究
」

(
北
京
・
中
国
統
計
出
版
社
)

蘇
雲
峰
一
九
八
四
『
中
華
民
国
初
期
歴
史
研
討
会
(
一
九
一
二
l

一

九
一
七
)
論
文
集
』
(
台
北
・
中
研
院
近
史
所
)

王
旭
一
九
九
七
「
郷
村
中
国
的
基
層
民
主
一
国
家
与
社
会
的
権
力
互

強
」
『
二
十
一
世
紀
』
総
第

ω期
(
香
港
中
文
大
学
中
国
文
化

研
究
所
)

王
小
強
ほ
か
一
九
九
五
「
精
英
移
民
与
新
興
大
城
市
戦
略
」
「
参
閲
文

稿
』
八
月
一

O
日

張
玉
法
一
九
九
二
「
近
代
中
国
工
業
発
展
史

(
5
8
1
5
5
)
』
(
台
北
・

桂
冠
図
書
公
司
)

鄭
永
年
一
九
九
六
「
郷
村
民
主
和
中
国
政
治
進
程
」
『
二
十
一
世
紀
』

総
第
お
期
(
香
港
中
文
大
学
中
国
文
化
研
究
所
)

(
』

0
ω
3
F
d〈
-
g
F
O
円
庄
内
)
一
九
八

O
『
改
良
与
革
命
|
|

辛
亥
革
命
在
両
湖
』
(
北
京
・
中
華
書
局
)

林
増
平

劉
石
吉

一-80一一

第
一
次
世
界
大
戦
以
後
、
ロ
シ
ア
革
命
や
そ
れ
に
引
き
続
く
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
時
代
は
、
近
代
化
の
大
波
が
社
会
秩
序
を
突
き
破
っ
た
こ
と
に

対
す
る
、
人
類
の
反
応
の
一
種
な
の
で
あ
る
。

歴
史
は
繰
り
返
す
も
の
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、

人
類
社
会
の
百
年
に
も
わ
た
る
近
代
化
の
歴
史
の
教
訓
を
、
二
一
世
紀

の
発
展
戦
略
研
究
は
、
当
然
に
も
重
視
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

参
考
文
献

博
蘭
尼
(
同
ωユ
可
。
一
自
主
)
一
九
八
九
「
鋸
変
一
現
代
政
治
・
経
済
之

起
源
」
(
台
北
・
遠
流
)

程
超
津
一
九
九
五
「
中
国
大
陸
人
口
増
長
的
多
重
危
機
』
(
台
北
・
時

報
出
版
公
司
)

侍
高
義
(
開
N

円
凶
吋
〈
o
m
o
一
)
一
九
九
六
「
中
国
的
帽
起
与
東
亜
安
全
」

・
『
二
十
一
世
紀
」
総
第
M
期
(
香
港
中
文
大
学
中
国
文
化
研
究

所
)
一
九
九
六
年
四
月

何
清
漣
一
九
九
七
「
農
村
基
層
社
会
地
方
悪
勢
力
的
興
起
|
|
与
王

旭
商
権
」
「
二
十
一
世
紀
』
総
第
引
期
(
香
港
中
文
大
学
中
国

文
化
研
究
所
)

胡
鞍
鋼
一
九
九
六
「
分
税
制
一
評
価
与
建
議
」
『
参
考
文
稿
」
八
月
一

七
日

金
観
濡
・
劉
青
峰
一
九
九
二
『
興
盛
与
危
機
|
|
論
中
国
社
会
超
穏

定
結
構
(
増
訂
版
)
」
(
香
港
中
文
大
学
出
版
社
)

金
観
祷
・
劉
青
峰
一
九
九
三
『
開
放
中
的
変
遷
|
|
再
論
中
国
社
会

周
錫
瑞

(
。
金
観
薄
「
二
十
世
紀
中
国
的
両
次
現
代
化
浪
潮
|
|
歴
史
的
比
較
」

一
九
九
七
)

1 998年9月l日

がんばろう!日本!!
国家衰亡の危機、

政党と主権者はどうあるべきか

と き:10月10日(土・祝)午後1時(開会)

ところ:ニッショーホール

(地下鉄銀座線「虎ノ門j3番出口

参加費:2000円

徒歩3分)

第233号
民主統一同盟
機関紙

五十音順・敬称略

• 第一部「国家衰亡の危機、政党と主権者はどうあるべきかJ
・基調 戸田政康 民主統一同盟、フォーラム地球政治21(準)代表

・講演 中西輝政 京都大学教授

・講演 小沢一郎 自由党党首(要請中)

第二部「抜本的改革の政党とその支持基盤を、どこからど
のようにつくっていくのかJパネルディスカッショy

パネラー/ 東 祥三(衆院議員・自由党副幹事長)

枝野幸男(衆院議員 ・民主党政策調査筆頭副会長)

田中 甲(衆院議員・民主党国民運動本部長代理)

中村敦夫(参院議員)

錦織 淳(前衆院議員 i首相補佐)

コメンテイター/橋爪大三郎東京工業大学教授
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【解説】こ
の
た
び
、
現
代
中
国
の
思
想
界
を
代
表
す
る
一
人
で
あ
る
金
観
濡

教
授
(
歴
史
学
)

の
、
最
新
の
論
文
を
本
誌
に
翻
訳
掲
載
し
、
日
本
の

読
者
に
紹
介
で
き
る
運
び
に
な

っ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
。

金
観
濡
教
授
は
現
在
、
香
港
中
文
大
学
中
国
文
化
研
究
所
の
高
級
研

究
員
。
わ
が
国
で
は
、
『
中
国
社
会
の
超
安
定
シ
ス
テ
ム
』
(
研
文
出
版
、

一
九
八
七
年
刊
)
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
原
著
に
あ
た
る
『
興

盛
与
危
機
1

1

論
中
国
社
会
超
穏
定
結
構
』
(
湖
南
人
民
出
版
社
)
は
、

一
九
八
四
年
に
出
版
さ
れ
た
の
だ
が
、
さ
ら
に
そ
の
元
に
な
っ
た
五
万

字
の
論
文
は
早
く
も
一
九
七
四
年
に
完
成
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
そ
の

当
時
は
と
て
も
発
表
で
き
る
内
容
で
な
く
、
時
期
を
待
っ
て
一
九
七
九

年
、
改
革
開
放
が
開
始
さ
れ
る
と
同
時
に
、
「
貴
陽
師
院
学
報
』
と
い
う

雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
が
大
き
な
反
響
を
よ
び
、
そ
れ
を
踏
ま
え

て
翌

一
九
八

O
年
に
『
興
盛
与
危
機
』
を
書
き
上
げ
た
と
い
う
。
邦
訳

は
、
こ
れ
を
彼
自
身
が
さ
ら
に
要
約
し
た
も
う
一
冊
の
別
な
書
物
を
翻

訳
し
た
も
の
な
の
で
、
原
著
の
抄
訳
と
言
っ
て
よ
い
。

• 2() 1".糸川'L!.iI近代化の2つのピーク

ま
あ
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
と
、
当
然
読
者
は
気
が
つ
く
。
つ

ま
り
、
過
去
の
社
会
と
絶
縁
し
、
ま
っ
た
く
新
し
い
社
会
(
社
会
主
義

↓
共
産
主
義
社
会
)
の
建
設
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
中
国
の
現

体
制
も
、
金
教
授
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
過
去
の
幾
多
の
統
一
王
朝
と
同

じ
く
や
が
て
瓦
解
す
る
運
命
に
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

本
論
は
、
そ
の
当
然
の
分
析
を
さ
ら
に
推
し
進
め
、
ポ
ス
ト
郵
小
平

時
代
の
中
国
の
こ
れ
か
ら
を
大
胆
に
占
っ
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
な

数
字
に
も
と
づ
い
た
そ
の
分
析
の
切
れ
味
、
欧
米
に
よ
く
あ
る
戦
略
分

析
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
そ
の
結
論
に
、
読
者
は
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
興
奮

を
お
ぼ
え
る
は
ず
だ
。

こ
こ
に
訳
出
し
た
論
文
は
、
金
教
授
が
一
九
九
七
年
二
月
下
旬
に

聞
か
れ
た
、
第
二
回
静
岡
ア
ジ
ア
太
平
洋
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
参
加
し
た
機
会
に
、
携
え
て
き
た
も
の
。
私
が
司
会
を
つ

と
め
た
分
科
会
「
東
ア
ジ
ア
の
発
展
戦
略
」
に
お
い
て
、
中
国
語
で
発

表
さ
れ
た
。
金
教
授
の
高
名
は
か
ね
が
ね
う
か
が
っ
て
い
た
が
、
実
際

交学
錯問
すの
る鯵

績
な矢

序会

話を
銀三
ざ

霊
感
慨
カf

実業之日本社
創業百周年記念出版

穣劉ラ

羽
年
ロ
月
中
旬
発
売
/
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Iftl 

ー
園
周

橋
爪
大
三
郎

切
れ
昧
鋭
い
デ

l
タ
分
析

ポ
ス
ト
郵
小
平
の
中
国
を
占
う

さ
て
、
金
教
授
の
学
説
の
、
ど
こ
が
衝
撃
的
で
あ
っ
た
の
か
?
も

と
も
と
北
京
大
学
で
化
学
を
専
攻
し
理
数
系
の
素
養
豊
か
な
金
教
授

は
、
七

0
年
代
の
最
新
理
論
で
あ
っ
た
社
会
シ
ス
テ
ム
論
や
サ
イ
パ
ネ

テ
ィ
ク
ス
を
援
用
し
つ
つ
、
中
国
伝
統
社
会
の
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
。

そ
し
て
、
統
一
帝
国
が
成
立
し
た
あ
と
数
百
年
を
経
ず
し
て
、
社
会
調

整
が
機
能
し
な
く
な
り
、
土
地
の
兼
併
と
官
僚
の
腐
敗
、
農
民
の
暴
動

を
き
っ
か
け
に
帝
国
が
完
全
に
瓦
解
し
て
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
を
繰
り
返
す
、
中
国
の
歴
史
を
つ
ら
ぬ
く
「
超
安
定
シ
ス
テ
ム
」
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
て
み
せ
た
。

こ
う
し
た
分
析
が
、
そ
れ
ま
で
マ
ル
ク
ス
・
レ

l
ニ
ン
主
義
、
毛
沢

東
思
想
に
も
と
づ
く
唯
物
史
観
一
色
だ
っ
た
中
国
の
言
論
思
想
界
に
と

っ
て
、
新
鮮
な
驚
き
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
も
っ

と
重
要
な
の
は
、
そ
の
合
意
で
あ
る
。
『
興
盛
与
危
機
』
の
分
析
は
、
最

後
の
伝
統
的
王
朝
で
あ
る
清
朝
の
と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
の

分
析
を
国
民
党
の
時
代
、
そ
し
て
中
国
共
産
党
の
新
中
国
に
も
そ
の
ま

に
お
目
に
か
か
っ
て
み
て
、
そ
の
率
直
で
気
さ
く
な
人
柄
と
、
い
ち
ず

な
学
究
心
と
に
、
初
対
面
と
は
思
え
な
い
旧
知
の
間
柄
の
よ
う
な
心
安

さ
を
覚
え
た
も
の
で
あ
る
。
年
が
開
け
た
一
月
の
初
め
に
、
今
度
は
私

が
香
港
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
、
郊
外
「
新
界
」
の
一
角
に
あ
る
香
港

中
文
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
金
教
授
と
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

し
て
、
夫
人
の
劉
青
峰
教
授
を
交
え
、
中
国
・
東
ア
ジ
ア
の
将
来
や
社

会
科
学
の
展
望
に
つ
い
て
話
し
あ
っ
た
。
劉
教
授
は
、
金
教
授
と
北
京

大
学
の
同
窓
で
、
や
は
り
理
工
系
か
ら
文
系
に
転
じ
た
経
歴
を
も
っ
。

金
教
授
の
著
作
に
は
、
劉
教
授
と
共
同
で
執
筆
し
た
も
の
が
多
い
。
劉

教
授
は
現
在
、
香
港
中
文
大
学
の
同
じ
中
国
文
化
研
究
所
で
、
『
二
十
一

世
紀
』
と
い
う
学
術
雑
誌
の
編
集
に
あ
た
っ
て
い
る
。

金
教
授
は
昨
年
の
来
日
の
機
会
に
、
毎
日
新
聞
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ

l
(
一

一
一
月
二
四
日
夕
刊
)
を
受
け
た
ほ
か
、
雑
誌
『
正
論
』
(
九
八
年
三
月
号
)

の
座
談
会
「
幻
世
紀
は
か
ア
ジ
ア
の
世
紀
。
か
」
に
も
参
加
し
た
。
あ

わ
せ
て
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

-矢内原忠4住
・大内兵衛
・渡辺一夫・1中中重雄
・石田英一郎
・西脇順三郎
・田中美知太郎
・吉川幸J欠郎
・大塚久雄
・桑原武夫
・員塚茂樹
・清水幾太郎
・中村元
・芦原義信
・宮崎義一
・中根千枝
・鶴見和子
・加藤秀俊

解
説
坪
内
祐

勝憲男j講義緋

之日本社
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